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会 
期　

令
和
３
年 

９
月
３
日
〜
９
月
22
日  （
20
日
間
）

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
報　

告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
議　

案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
21
件

◇
請　

願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
追
加
議
案
（
議
案
１
件
、
意
見
２
件
）  

・
・
・
３
件

９
月
定
例
会 

報 

告

  

▼
令
和
２
年
度
財
政
健
全

  　

化
判
断
比
率
及
び
資
金

  　

不
足
に
つ
い
て

主
な
議
案

  

▼
う
き
は
の
里
株
式
会
社

  　
「
道
の
駅
う
き
は
」の
経

  　

営
状
況
に
つ
い
て

9月定例会

新型コロナワクチン接種会場

道の駅うきは

　

今
回
の
９
月
議
会
定
例
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
補
正
予
算
を

は
じ
め
、「
う
き
は
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
（
浮
羽

地
域
）」が
大
き
な
焦
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

在
実
施
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
や
接
種
の
予
約

方
法
等
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
浮
羽
町
が
本
年

４
月
１
日
に
国
の
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

 「
う
き
は
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
（
浮
羽
地
域
）」

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
計
画
内
容
に
つ
い
て
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
う
き
は
市
の
人
口

減
少
問
題
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
議
員
か
ら
の

活
発
な
意
見
・
質
問
が
飛
び

交
う
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
決
算
状
況
は
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

決
算
総
額
に
お
い
て
、
歳
入

２
３
６
億
６
５
５
８
万
円
、

歳
出
２
２
７
億
２
７
１
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
比

歳
入
は
11
億
１
５
６
万
円

 （
４
．９
％
）歳
出
も
７
億
７

３
９
９
万
円
（
３
．５
％
）と

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

に
占
め
る
自
主
財
源
と
依
存

財
源
の
構
成
比
率
は
25
．
６

％
対
74
．
４
％
と
な
り
、
自

主
財
源
の
比
率
が
前
年
度
に

比
べ
▽
５
．６
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
健
全
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
に
は
、
市
民
の
納

税
意
識
向
上
を
図
り
、
市
税

等
の
納
税
に
係
る
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
滞
納
の
発
生
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
粘
り
強
く

収
入
未
済
対
策
に
取
り
組
み
、

更
な
る
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
事
態
宣
言
発
生
に

始
ま
り
、
来
客
数
が
大
幅
に

減
少
す
る
中
で
の
一
年
間
で

あ
り
、
売
り
上
げ
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
た
が
、
九
州
・
山
口
道

の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
で
５
年
連

続
一
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
売
り
上
げ
に
つ
い
て

も
、
昨
年
を
上
回
り
10
億
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の

購
入
単
価
の
向
上
や
生
産
者

と
一
体
と
な
っ
た
販
売
強
化

に
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
で
す
。
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■
条
例
改
正
・
廃
止

  

■
人
事
案
件

御幸小学校北校舎大規模改造工事

○
う
き
は
市
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
係
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
に
関
す
る
法
律
に
関
す

る
省
令
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
す
。

○
う
き
は
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
る

も
の
で
す
。

○
う
き
は
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
う
き
は
市
市
有
林
保
育
管

理
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定

○
う
き
は
市
水
源
か
ん
養
事

業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定

　
両
条
例
と
も
、
基
金
積
立

金
の
処
分
が
完
了
し
、
今
後

新
た
に
積
み
立
て
る
見
込
み

が
な
い
た
め
、
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

  
▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
：
令
和
４
年
１
月
１
日

　
　

〜
令
和
６
年
12
月
31
日

　　 主な歳出（７億１６１２万円）
◆総務費　　　　　　　　　　 ３億４２６５万円
　財政調整基金積立金　　　　 ３億３５１０万円
　庁舎営繕工事費　　　　　　　　　 ６３０万円
　その他　　　　　　　　　　　　　 １２５万円
◆民生費　　　　　　　　　　　　 ４７２０万円
　地域介護・福祉空間整備等補助金 １１００万円
　児童クラブ運営委託料　　　　　 ２６０３万円
　学童保育所施設整備工事費　　　 １０００万円
　その他　　　　　　　　 　　　　　　１７万円
◆衛生費　　　　　　　　　　　　 １０５８万円
　コロナワクチン接種予防費　　　 １０５１万円
　その他　　　　　　　　　　　　　 　　７万円
◆商工費　　　　　　　　　　　　　 ７７７万円
　公園費　　　　　　　　　　　　　 ７７７万円
◆土木費　　　　　　　　　　　　 ３７５０万円
　道路改良舗装工事費　　　　　　 ３７５０万円
◆教育費　　　　　　　　　　 １億７３７８万円
　御幸小学校北校舎大規模改造工事  １億６８３８万円
　タブレット端末バッテリー交換委託料　   ２５４万円
　その他　　　　　　　　　　　　　 ２８６万円
◆災害復旧費　　　　　　　　 １億４４２０万円
　農林水産業施設災害復旧費            ７２２０万円
　公共土木施設災害復旧費　            ７２００万円
◆その他（議会費・農林水産業費・消防費・予備費等）
　　　　　　　　　　　　　　　 ▲４７５５万円

　　 主な歳入　（７億１６１２万円）
◇地方交付税　　　　　　　　 ５億５７４２万円
　（普通交付税）
◇分担金及び負担金　　　　　　　 １４８０万円
　（災害復旧費負担金）
◇国庫支出金　　　　　　　　 １億５５０３万円
　（学校施設改善交付金、新型コロナワクチン
　  接種体制確保事業費補助金など）
◇県支出金　　　　　　　　　　　 ２９６２万円
　（放課後児童対策事業費補助金など）
◇繰入金（基金繰入金）　　　   ▲９億７８０万円
　（財政調整基金ほか）
◇繰越金　　　　　　　　　　 ５億２０１８万円

◇諸収入（雑入）　　　　　　　　　　   ７０万円
　（多面的機能支払交付金返還金など）
◇市債　　　　　　　　　　　 ３億４６１８万円

◆令和３年度  一般会計補正予算（第４号・第５号）
　歳入歳出の予算の総額に、歳入歳出それぞれ７億１６１２万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ１６８億２５２１万円となりました。　（※千円未満四捨五入のため、端数の誤差が生じます）

三善　末照三善　末照焼山　由美子焼山　由美子久保田　一德久保田　一德
くぼた　    かずのりくぼた　    かずのり やきやま　   ゆみこやきやま　   ゆみこ みよし　すえあきみよし　すえあき



市道 元有・上梅カニ線

　

令
和
３
年
８
月
11
日
〜
19

日
に
お
い
て
降
り
続
い
た
豪

雨
に
よ
り
、
妹
川
地
区
で
は

９
７
０
ミ
リ
を
越
え
る
雨
が

降
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、

各
地
に
被
害
が
発
生
し
、
９

月
定
例
会
に
お
い
て
、
緊
急

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

令和３年８月豪雨　　被害調査結果
　　被害総額：２億２９９５万円

公共土木施設災害状況
（補正予算額 ７２００万円）

農林水産業施設災害状況
（補正予算額 ７２２０万円）

（令和３年８月２４日現在調査）
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主
な
被
害
状
況

▽
住
家
被
害　

　

床
下
浸
水　
　
　
　

１
件

▽
道
路
（
市
道
）　  
22
か
所

▽
橋
梁　
　
　
　
　

１
か
所

▽
農
地
被
害

　
　

田　
　
　
　
　

６
か
所

　
　

畑　
　
　
　
　

３
か
所

▽
農
業
用
施
設

　
　

水
路 　

  　
　

11
か
所

　
　

道
路 　
　
　

  

４
か
所

▽
林
道
被
害

　
　

10
路
線  　
　

13
か
所

▽
社
会
教
育
施
設　

１
か
所

▽
農
作
物
被
害

　

水
田
（
大
豆
）　 　

40 

ha

　

果
樹
（
ぶ
ど
う
）     

80 

ha

　

野
菜
（
ト
マ
ト
等
）
２ 

ha

▽
そ
の
他

　

浮
羽
保
育
所　
　

１
か
所

県営河川 巨瀬川（浮羽保育所北側堤防）

林道 姫治線

市道 大塚・上中島線

農地 上尾谷



全国の過疎自治体

日本地図
過疎化指定地区
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【
基
本
方
針
】

①
う
き
は
の
資
源
活
用
と
新

　

た
な
雇
用
の
創
出

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

　

生
と
都
市
部
か
ら
の
人
の

　

呼
び
込
み

③
結
婚
か
ら
子
育
て
を
経
て

　

生
涯
夢
を
持
ち
生
活
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
う
き
は
市

④
時
代
に
あ
っ
た
う
き
は
の

　

地
域
づ
く
り
と
広
域
的
な

　

地
域
間
連
携

【
計
画
期
間
】

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
（
５
年
間
）

【
基
本
目
標
】

　

令
和
８
年
３
月
31
日
時
点

の
浮
羽
町
の
目
標
人
口
を
１

万
２
２
０
０
人
と
し
ま
す
。

参
考
：（
令
和
２
年
人
口

　
　
　

  

１
万
３
１
７
３
人
）  

主
な
質
疑
応
答

Ｑ　

指
定
が
４
月
１
日
と
い

う
こ
と
で
、
す
で
に
経
過
し

て
い
る
が
そ
れ
で
い
い
の
か
。

Ａ　

国
が
４
月
１
日
に
告
示

し
て
い
る
。
税
の
特
例
措
置

等
が
あ
る
の
で
、
４
月
１
日

と
し
て
い
る
。

Ｑ　

計
画
に
記
載
の
な
い
事

業
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債
が

受
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

本
計
画
に
記
載
の
な
い

事
業
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債

は
受
け
ら
れ
な
い
。
計
画
に

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
随

時
計
画
変
更
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

う
き
は
市
な
の
に
、
な

ぜ
浮
羽
町
域
と
吉
井
町
域
に

分
け
て
指
定
を
受
け
ら
れ
る

の
か
。

Ａ　

合
併
前
の
旧
市
町
村
と

い
う
こ
と
で
、
一
部
過
疎
と

し
て
受
け
ら
れ
る
。

Ｑ　

市
と
し
て
人
口
減
少
に

困
っ
た
雰
囲
気
を
感
じ
な
い
。

本
気
で
過
疎
か
ら
脱
却
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

過
疎
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と

だ
が
、
う
き
は
市
そ
の
も
の

は
例
年
と
特
別
変
わ
っ
て
は

い
な
い
。
国
の
過
疎
に
対
す

る
判
断
基
準
が
低
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

過
疎
指
定
を
受
け
れ
ば
、
財

政
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

Ｑ　

う
き
は
市
の
基
幹
産
業

が
農
業
と
い
え
る
の
か
。
農

林
業
に
力
を
入
れ
て
き
た
結

果
が
過
疎
指
定
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

Ａ　

地
域
経
済
の
循
環
率
を

ど
う
高
め
る
か
。
外
貨
を
稼

い
で
市
内
で
循
環
さ
せ
る
。

そ
の
外
貨
を
一
番
稼
い
で
い

る
の
が
、
や
は
り
農
業
で
あ

り
基
幹
産
業
と
い
え
る
。

浮羽町の風景

全国で８２０団体
〈指定の要件〉
長期①昭和５０年～平成２７年までの４０年間において
人口が２８％以上減少した地域
②財政力指数が０.４％以下の市町村にあっては①の減少
率が２３％以上あれば指定
※うきは市浮羽町は②に該当

う
き
は
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
（
浮
羽
地
域
）
概
要
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（単位：千円）

項　　目

合　　計

合　　計

投資的経費

比較増減 説　　　明令和2年度 令和元年度
2,879,358
401,422
387,994

1,425,590
5,339,891
6,965,123
1,128,600
196,084
703,502

19,427,564
2,247,570
3,047,392
1,342,929
1,900,454
2,136,750
5,781,232
776,031

1,322,695
58,150

18,613,203

2,892,860
737,716
368,221

1,344,969
5,195,725
3,761,785
1,682,839
187,249
642,105

16,813,469
1,808,620
3,093,378
1,588,941
3,061,276
2,167,791
1,948,235
615,465
2,085,572
56,197

16,425,475

▲ 13,502
▲ 336,294
 19,773
 80,621
144,166
3,203,338
▲ 554,239

8,835
61,397

2,614,095
438,950
▲ 45,986
▲ 246,012
▲ 1,160,822
▲ 31,041
3,832,997
 160,566
▲ 762,877

 1,953
2,187,728

市 税
繰 入 金
繰 越 金
分担金ほか
地方交付税
国・県支出金
市 債
地方譲与税
各種交付金等

人 件 費
扶 助 費
公 債 費

物 件 費
補 助 費 等
積 立 金
繰 出 金
維持補修費

歳
　
　
入

自
主
財
源

依
存
財
源

そ
の
他
の
経
費

義
務
的
経
費

歳
　
　
出

※普通会計・・・令和元年度は「一般会計」「住宅新築資金等貸付事業特別会計」「自動車学校特別会計」の合算。令和2年度は「一
　　　　　　　 般会計」「自動車学校特別会計」の合算。

皆さんが市に納める税金
収入の不足を補うために、基金等から取り崩したお金
前年度から繰り越されたお金
分担金・使用料・手数料・財産収入・寄付金その他の収入
市町村の均衡を図るために国から配分されたお金
特定の目的のために国や県から交付されたお金
市が事業を行うために借り入れるお金
国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
地方消費税交付金・自動車取得税交付金ほか

職員の給料や議員報酬などに使うお金
医療費・児童手当などに使うお金
市の借金を返済するためのお金
道路整備・建物などの建設、災害復旧に使うお金
業務委託料・消耗品・備品購入に使うお金
補助金・負担金、自動車や建物の保険料、謝礼金など
市の貯金に積み立てるお金
他の会計に繰出金として支出するお金
施設の維持補修費に使うお金

【使いみち】【財　源】

令和２年度
　決算特別委員会 ２２７億円を認定総額

決算特別委員会

普通会計　内訳（金額・説明）

　9月定例会において、9月10日から16日まで、決算特別委員会が実施されました。令和2年度における普通会計
の決算は、歳入が194億2756万円、歳出が186億1320万円となり歳入歳出の差し引き額は、8億1436万円となり
ました。このうち、翌年度へ繰り越すべき財源1億2390万円を差し引き、実質収支額は6億9047万円となり、採
決の結果、全会一致で本決算を認定しました。また特別会計、公営企業会計も、それぞれ認定しました。

維持補修費
0.3％

繰出金
7.1％

積立金
4.2％

補助費等
31.1％

物件費
11.5％

災害復旧事業
2.2％

普通建設事業
8.0％

普通会計
歳出総額
186億
1320万円

公債費
7.2％

扶助費
16.4％

人件費
12.1％

義
務
的
経
費

投資的
経　費

そ
の
他
の
経
費

普通会計
歳入総額
194億
2756万円

市税
14.8％ 繰入金

2.1％
繰越金
2.0％

分担金ほか
7.3％

地方交付税
27.5％

国・県
支出金
35.9％

市債
5.8％

地方譲与税
1.0％

各種交付金等
3.6％

依存財源

自主財源
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公営企業
会　　計

一 般 会 計

特 別 会 計

簡易水道事業
下水道事業

財政調整基金
減債基金
公共施設等整備基金
地域振興基金
ふるさと創生基金
地域福祉基金
振興基金
森林整備担い手対策基金
山村地域振興基金
水源かん養事業基金
ふるさと・まごころ基金
森林環境譲与税基金
その他基金５件
自動車学校財政調整基金
国民健康保険財政調整基金

12,500,974
1,139,688
9,335,761
22,976,423

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

会　　計　　名

会 計 名 主な基金名

市債残高（令和２年度末現在）

基金残高内訳（令和２年度末現在）

合     　　　　計

合     　　計

合     　　　　計

一　　　般　　　会　　　計
２年度末現在高 増減額

２年度末現在高 元年度末現在高

元年度末現在高

増減額

12,663,097
101,209

9,870,925
22,635,231

▲ 162,123
1,038,479
▲ 535,164
341,192

5,246,373
763,049
1,587,743
961,488
360,759
557,139

1,359,012
267,928
75,306

0
346,156
16,718
126,066
292,388
220,410
373,441
7,000

125,494
12,686,470

5,054,029
754,377

1,449,983
818,656
362,117
556,521
1,344,711
268,443
87,090
24,806
300,053
6,992

130,495
292,409
170,410
381,004
7,000

246,894
12,255,990

192,344
8,672

137,760
142,832
▲ 1,358

618
14,301
▲ 515

▲ 11,784
▲ 24,806
46,103
9,726

▲ 4,429
▲ 21

50,000
▲ 7,563

0
▲ 121,400
430,480

※経常収支比率・・・市税や普通交付税など毎年度恒常的に入ってくる財源で、人件費、扶助費など経常的経費にどれ
　　　　　　　　　　だけ使われたかを示す比率。

18,479,522
133,681

18,613,203
3,611,043
478,462

22,702,708

794,077
20,284
814,361
146,468
2,046

962,875

123,896

123,896

123,896

670,181
20,284
690,465
146,468
2,046

838,979

19,273,599
153,965

19,427,564
3,757,511
480,508

23,665,583

◆うきは市の財政状況は？

令和２年度決算状況

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

会　計　別 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支
一般会計
自動車学校特別会計
小　　計

普
通
会
計

土 地 開 発 基 金（現 金 等）
国民健康保険高額療養資金貸付基金
出 資 金 等

　令和２年度末は基金（貯金）等残高は、126億8647万円で、前年度に比べ4億3048万円の増と
なりました。市債（借金）残高は、229億7642万円で、前年度に比べ3億4119万円の増となりま
した。財政構造の弾力性を判断する指数である経常収支比率は、前年度より減少し88.5％となっ
ています。



　令和２年度の一般会計及び各種特別会計・各公営企業会計の決算は、全議員によ
る決算特別委員会（委員長・佐藤 裕宣議員　副委員長・伊藤 善康議員）で５日間
にわたり審議しました。
　「令和２年度主要施策の実績報告書」「公営企業会計決算書」に基づき、各課各
係に対して市政全般において数多くの質疑がありました。
　その中から、いくつかをお知らせします。
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＊
商
店
街
の
活
性
化

Ｑ　

道
の
駅
の
活
況
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

は
あ
る
が
、
商
店
街
の
活
性
化
に
も
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

事
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
今
後
買
い
物
弱
者
と
言
わ
れ

る
方
が
増
え
る
中
で
、
そ
う
い
っ
た
方
へ

の
ケ
ア
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
、
総
合
的
に

考
え
て
商
店
街
の
活
性
化
を
進
め
て
行
き

た
い
。　

＊
高
齢
者
見
守
り
事
業

Ｑ　

見
守
り
台
帳
の
登
録
者
が
減
っ
て
い

る
が
原
因
は
。

Ａ　

民
生
委
員
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き

台
帳
の
見
直
し
、
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

協
定
機
関
と
の
意
見
交
換
、
研
修
会

等
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
行
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
中

で
、
各
代
表
者
の
方
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
商
工
振
興
係

保
健
課 

　
介
護
・
高
齢
者
支
援
係

＊
地
域
教
育
支
援
事
業

Ｑ　

事
業
費
が
成
人
式
に
か
か
っ
た
費
用

の
み
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
会
活
動
を

ど
う
支
え
る
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
事

業
の
中
で
考
え
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

今
後
、
事
業
の
中
の
家
庭
教
育
学
級

の
場
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

＊
コ
ロ
ナ
禍
の
徴
収　

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
入
減
、
あ
る
い
は
災

害
に
お
け
る
農
家
の
収
入
減
等
も
考
慮
し
、

生
活
再
建
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
徴
収
に
あ
た
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

相
談
の
上
、
生
活
状
況
に
合
わ
せ
た

徴
収
を
心
掛
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
徴

収
の
猶
予
期
間
を
設
け
た
り
、
ど
う
し
て

も
無
理
な
方
に
は
福
祉
事
務
所
や
社
会
福

祉
協
議
会
に
繋
い
だ
り
と
い
う
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

徴
収
対
策
室

生
涯
学
習
課

　
　
社
会
教
育
係

総
務
課  

人
事
秘
書
係

市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
消
防
防
災
係

＊
職
員
採
用
に
つ
い
て

Ｑ　

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
数
と

現
有
職
員
数
は
。

Ａ　

定
数
は
２
５
９
名
で
現
有
職
員
数
は

２
３
２
名
。

Ｑ　

職
員
の
地
元
採
用
枠
と
い
う
の
は
設

け
ら
れ
な
い
か
。

Ａ　

地
元
か
ら
採
用
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
る
が
人
物
優
先
で
採
用
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

＊
防
災
強
化
に
つ
い
て

Ｑ　

消
防
力
強
化
の
た
め
浮
羽
消
防
署
建

て
替
え
の
際
、
本
署
を
う
き
は
市
に
持
っ

て
く
る
よ
う
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　

浮
羽
消
防
署
は
令
和
６
年
に
設
計
予

定
で
あ
る
。
久
留
米
広
域
消
防
本
部
と
協

議
し
て
い
く
。

Ｑ　

自
主
防
災
組
織
は
行
政
区
よ
り
も
自

治
協
単
位
の
方
が
い
い
の
で
は
。

Ａ　

千
年
や
御
幸
な
ど
そ
う
い
う
動
き
に

あ
る
。
行
政
と
し
て
も
自
治
協
単
位
の
方

が
よ
り
一
層
の
防
災
が
出
来
る
と
思
っ
て

い
る
。

こうすれば？

ここが
聞きたい 質

疑

決 算 審 査

子ども会 夏休みのラジオ体操
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特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会

計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
11
億
９
２
８
９
万
７
０
０

０
円
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
０
．
６
％
増
加
し
て
い
る
。

事
業
運
営
上
か
ら
繰
り
入
れ
が

行
わ
れ
て
い
る
が
将
来
負
担
を

見
込
ん
だ
安
定
的
な
財
政
運
営

が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
歳
入
確

保
と
歳
出
削
減
に
取
り
組
ま
れ
、

繰
入
金
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

住
民
の
要
望
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
た
め
の
施
策
が
増
加

し
て
い
く
中
で
本
市
の
行
財
政

運
営
は
今
後
も
さ
ら
に
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。
引
き
続
き
各
種
施
策
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
財
政
基
盤
が

求
め
ら
れ
る
が
、
喫
緊
の
政
策

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

歳
出
に
お
い
て
は
内
部
管
理
経

費
の
徹
底
し
た
効
率
化
や
各
事

業
の
費
用
対
効
果
の
検
証
に
よ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
行
財
政
改
革
を
着
実
に
進

め
な
が
ら
、
安
全
安
心
な
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
基
盤
構
築
に
努
め
ら
れ
る

よ
う
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
内
部
統
制
（
チ
ェ

ッ
ク
機
能
）」
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
・
指
定
都
市
を
除
く

市
町
村
で
は
努
力
義
務
と
さ
れ

て
い
る
が
、
住
民
満
足
度
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
、
国
等
の
動
向
を

注
視
し
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

監
査
委
員
の
意
見

行
財
政
改
革
に
よ
る

　
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
基
盤
構
築
を

監
査
委
員　

石
井
　
好
貴

　
　
　
　
　

上
野
　
恭
子

総 括 質 疑総 括 質 疑
Ｑ　

う
き
は
市
の
国
保
税
は
、

県
下
で
も
高
い
。
今
後
、
人

口
減
少
の
中
で
国
保
事
業
を

ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

国
保
事
業
は
市
民
の
健

康
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
全

庁
あ
げ
て
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

健
康
増
進
事
業
に
つ
い

て
、
特
に
若
い
人
の
健
康
診

断
受
診
率
の
向
上
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
受
診
率
向
上

に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

Ａ　

受
診
率
向
上
に
向
け
た

具
体
策
に
つ
い
て
は
、
保
健

課
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

旧
浮
羽
東
校
跡
地
は
市

で
早
期
に
文
化
財
調
査
を
行

い
、
活
用
、
買
っ
て
く
れ
る

業
者
を
探
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ　

旧
浮
羽
東
校
跡
地
は
校

舎
を
活
用
し
た
利
活
用
や
分

譲
先
を
見
つ
け
た
後
に
解
体

及
び
文
化
財
調
査
を
検
討
し

て
い
た
が
、
都
市
計
画
準
備

課
と
協
議
し
て
対
応
し
て
い

く
。

Ｑ　

具
体
的
な
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

Ａ　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
安
全
安
心
を
我
々
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

子
育
て
世
代
が
田
主
丸

や
朝
倉
へ
流
出
し
て
い
る
が
、

要
因
を
調
べ
何
ら
か
の
対
策

を
取
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

Ａ　

現
在
、
子
育
て
少
子
化

対
策
に
係
る
関
係
者
協
議
の

場
で
議
論
し
て
お
り
、
今
後

も
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
封

書
は
、
あ
て
名
の
み
点
字
で

中
身
の
書
類
は
以
前
か
ら
変

わ
ら
ず
点
字
の
書
類
で
は
な

い
と
の
こ
と
だ
が
。

Ａ　

福
祉
事
務
所
長
と
協
議

し
、「
視
覚
障
害
者
の
会
」に

ご
意
見
も
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

監
理
業
務
委
託
料
を
削

減
す
る
た
め
、
職
員
へ
の
資

格
免
許
取
得
の
促
進
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

職
員
の
資
格
を
取
る
た

め
の
制
度
も
設
け
て
お
り
、

そ
う
い
う
環
境
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

棚
田
彼
岸
花
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
展
開

さ
せ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

棚
田
保
全
や
彼
岸
花
巡

り
な
ど
の
事
業
を
点
と
点
で

つ
な
ぎ
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
う
き
は
駅
か
ら
中

千
足
の
市
道
の
渋
滞
解
消
に

向
け
た
地
元
自
治
協
等
の
請

願
に
つ
い
て
一
向
に
進
ん
で

い
な
い
が
。

Ａ　

２
１
０
号
線
中
千
足
交

差
点
の
交
通
安
全
事
業
は
国

土
交
通
省
が
な
さ
れ
て
お
り
、

国
土
交
通
省
と
確
認
し
、
ご

指
摘
の
件
は
し
っ
か
り
ふ
ま

え
る
。

市長に聞く！
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特
定
空
家
へ
の
行
政
代
執
行
を

岩
淵　

自
営
業
者
や
主
要
観

光
施
設
及
び
宿
泊
施
設
の
従

業
員
の
抗
原
検
査
と
防
疫
対

策
へ
の
支
援
を
求
め
る
。

市
長　

抗
原
検
査
は
民
間
で

も
広
く
普
及
し
て
い
る
が
課

題
も
あ
り
、
浮
羽
医
師
会
が

実
施
す
る
浮
羽
地
域
検
査
セ

ン
タ
ー
の
検
査
周
知
を
図
り

感
染
防
止
に
努
め
る
。

仕
事
に
従
事
す
る
市
民
が
、  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
予
算
化
を
。

市
長　

学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
子
ど
も
園
・
学

童
保
育
所
に
抗
原
簡
易
キ
ッ

ト
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　
キ
ッ
ト
活
用
は
あ
く
ま
で

も
症
状
が
出
て
い
る
場
合
を

想
定
し
、
病
院
を
受
診
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

陽性者を早期に把握し囲い込みを

岩淵 和明議員
いわぶち　かずあき

早
急
に
検
討
を
進
め
る
（
市
長
）

岩
淵　

特
定
空
家
で
鳥
害
も

発
生
し
て
い
る
が
、
敷
地
内

樹
木
伐
採
の
行
政
代
執
行
の

年
度
内
実
施
を
求
め
る
。

市
長　

福
岡
県
と
先
進
地
へ

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
伺
い
、
枝
打

ち
だ
け
で
な
く
空
家
と
樹
木

を
含
め
行
政
代
執
行
が
良
い

と
の
意
見
な
の
で
、
弁
護
士

に
相
談
を
行
い
進
め
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
施
策

岩
淵　

高
齢
者（
無
症
状
者
）

へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
減

額
と
検
査
頻
度
の
複
数
回
実

施
へ
見
直
し
を
求
め
る
。

市
長
　
症
状
が
出
た
場
合
、

即
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制

が
で
き
る
こ
と
が
有
効
で
あ

り
、
現
行
制
度
を
継
続
す
る
。

岩
淵　

感
染
状
況
の
監
視
を

図
り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

学
童
保
育
所
の
職
員
を
初
め

【抗原検査】：ウイルス自体のタンパク質を検査

コロナ

結合

陰性陽性

①鼻の粘膜や唾液
　検体を採取検体を採取

②検体を抗体入りの
　試薬に入れる

抗体入りの
　試薬に入れる

④赤い線の数で
　陽性・陰性陽性・陰性

③コロナが抗体と結合、
　コロナを発見

抗体と結合
コロナを発見

市政を問う！
　一般質問は、議員が市政全般について、さまざまな課

題や方針を問うものです。

　掲載している内容の動画は、議会ホームページから、

You Tube（ユーチューブ）でご覧いただけます。

令和３年 ９月定例会  一般質問



11
うきは市議会だより No.67

令和 3年 11 月 1 日発行

一 般 質 問
必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る
（
市
長
）

上
野
　
広
い
公
園
は
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
直
結
す
る
と
思
う
。

そ
の
こ
と
は
市
に
と
っ
て
待

っ
た
な
し
の
重
要
課
題
と
思

う
。

市
長
　
市
ま
ち
づ
く
り
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
要
望
等
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
公
園
整

備
検
討
部
会
の
意
見
等
も
考

慮
し
、
在
り
方
な
ど
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
。

上
野
　
広
い
公
園
は
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
も

考
え
て
は
と
思
う
し
、
る
り

色
ふ
る
さ
と
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
拠
点
と
し
た
場
合
、
隣
接

し
た
旧
若
葉
保
育
園
や
市
の

新
た
な
東
側
駐
車
場
か
ら
も

入
れ
る
道
路
事
情
を
考
え
て
、

引
き
込
み
道
路
線
拡
大
に
繋

げ
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
災
害

時
部
隊
集
結
宿
営
等
の
拠
点

施
設
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
時
に
利
便
性
を

高
め
る
よ
う
道
路
事
情
整
備

も
併
せ
検
討
し
た
い
。

　
市
民
大
学
講
座
に
つ
い
て

上
野
　
子
ど
も
未
来
学
部
に

森
を
守
り
自
然
を
知
る
森
林

学
校
学
習
体
験
を
入
れ
て
は

ど
う
か
。
山
の
多
い
市
と
し

て
森
林
の
重
要
性
や
水
と
の

関
わ
り
や
木
材
を
知
り
、
山

で
の
常
識
等
を
学
び
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
と
思
う
。
全
国
的
に
学
校

や
研
修
機
関
が
設
立
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
。

市
長
　
森
林
学
校
体
験
学
習

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
未
来

学
部
の
教
育
目
的
に
沿
う
講

座
と
な
る
の
で
今
後
参
考
に

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
感
染
症
発
生
時
緊
急
医
療

　
組
織
体
制
に
つ
い
て

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

　
売
業
務
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
公
園
設
置
と

　
　
　

防
災
施
設
の
２
活
用
は

野
鶴
　
一
番
の
課
題
は
、
や

は
り
農
業
を
担
う「
担
い
手
」

が
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

個
人
の
力
量
に
頼
っ
て
い
て

は
、
も
う
中
山
間
地
の
農
業

は
守
れ
な
い
と
思
う
。
集
落

ご
と
に
営
農
組
合
を
組
織
化

す
る
こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
進
め

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
上
で
、

営
農
組
合
で
働
く
人
手
を
確

保
す
る
た
め
、
総
務
省
が
行

っ
て
い
る
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
」
を
設
立

す
る
。
こ
の
二
つ
を
セ
ッ
ト

に
し
て
、
中
山
間
地
域
の
農

業
生
産
基
盤
が
確
保
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
　
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
の
話
が
あ

っ
た
が
、
私
も
非
常
に
関
心

を
持
っ
て
い
て
、
商
工
会
と

議
論
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今

後
の
農
業
に
は
、
農
業
の
多

中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
基
盤
組
織
の

確
立
と
棚
田
保
全
を
ど
う
す
る
の
か

農
地
の
集
積
、
集
約
化
の
推
進
や
集
落
営
農
の
組
織
強
化
、

　
　
　
　
法
人
化
の
促
進
等
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
（
市
長
）

地
域
の
農
業
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
３
歳
以
上
就
学
前
児
童
の

　
医
療
費
完
全
無
料
化
及
び

　
小
・
中
学
生
の
入
院
費
無

　
料
化
や
通
院
医
療
費
助
成

　
な
ど
に
つ
い
て

・
児
童
公
園
の
設
置
と
、
う

　
き
は
市
独
自
の
特
色
あ
る

　
公
園
の
整
備
等
に
つ
い
て

様
な
担
い
手
に
対
す
る
支
援

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
そ
う
い
う
延
長
線
に
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
制
度
も
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
の

農
業
を
考
え
た
と
き
に
、
農

業
の
多
様
な
担
い
手
と
と
も

に
新
た
な
地
域
共
存
社
会
を

目
指
す
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
。

　
そ
う
い
う
思
い
で
中
山
間

中山間地域の農業を守るのは？

上野 恭子議員
うえの　 きょうこ

野鶴 　修議員
のづる　　　おさむ

隣接する市の財産を生かし道路
事情や駐車場拡大を考えては
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目
前
に
迫
る
大
事
業
（
上
水
道
）

　
　
　
今
、
何
を
な
す
べ
き
か

「
加
入
者
50
％
」
が
目
前
の
課
題
（
市
長
）

御
幸
と
吉
井
は
保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
南
は
開
催
予
定
（
市
長
）

竹
永　

新
し
い
学
童
保
育
所

に
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
設
備
計

画
は
あ
る
の
か
。

市
長　

自
動
セ
ン
サ
ー
の
蛇

口
な
ど
新
し
い
生
活
に
沿
う

設
計
を
し
て
い
る
。

竹
永　

新
し
い
学
童
保
育
所

の
広
さ
は
十
分
か
。

福
祉
事
務
所
長　

余
裕
を
持

っ
た
設
計
を
し
て
お
り
、
十

分
な
面
積
が
あ
る
。

竹
永　

通
学
路
の
点
検
方
法

及
び
危
険
箇
所
へ
の
対
応
は
。

教
育
長　

国
・
県
・
市
の
道

路
管
理
者
と
う
き
は
警
察
署
、

学
校
教
育
課
、
各
小
学
校
の

管
理
職
と
現
場
で
状
況
確
認

し
た
。
交
通
指
導
員
の
要
望

は
聞
い
て
い
な
い
。

竹
永　

吉
井
小
の
通
学
路
で

福
岡
銀
行
か
ら
北
に
向
か
う

通
学
路
が
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

見
守
り
で
な
ぜ
合
同
点
検
が

終
わ
っ
た
に
な
る
の
か
。

　

千
年
小
の
通
学
路
で
上
吉

井
か
ら
若
宮
ま
で
の
橋
の
上

に
歩
道
が
な
い
の
は
ま
だ
工

事
が
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、

な
ぜ
す
べ
て
安
全
点
検
が
終

わ
っ
た
報
告
に
な
る
の
か
。

　

福
富
小
の
通
学
路
で
産
業

団
地
南
に
信
号
機
設
置
の
要

望
が
区
長
か
ら
出
て
い
る
が

な
ぜ
一
覧
表
に
な
い
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

吉
井
小
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
協
議
で

き
て
い
な
い
。
今
ま
で
の
危

険
箇
所
も
来
年
会
議
を
開
く

と
き
に
整
理
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
保
護
者
負
担
軽
減
に
つ
い

　

て
・
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ

　

い
て

・
い
じ
め
不
登
校
に
つ
い
て

吉
井
・
御
幸
・
江
南
学
童
保
育
所

　
　
　
新
築
、
改
築
の
協
議
の
場
は

江
藤　

少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
等
を
踏
ま
え
、
市
民
の

理
解
な
ど
、
今
な
す
べ
き
対

応
策
を
伺
う
。

市
長　

加
入
者
が
少
な
け
れ

ば
採
算
が
見
込
め
ず
、
上
水

道
に
加
入
す
る
割
合
を
比
較

し
た
上
で
、
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

江
藤　

田
主
丸
町
は
、
中
心

部
に
水
道
管
網
を
整
備
し
て

い
る
が
、
う
き
は
市
と
同
じ

良
質
の
地
下
水
生
活
で
、
水

道
料
金
を
払
っ
て
ま
で
上
水

道
接
続
者
は
殆
ど
い
な
い
。

市
長　

地
下
水
汚
染
や
井
戸

枯
れ
に
よ
る
10
．９
％（
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
）
の
市
民
を
考

え
れ
ば
、
上
水
道
は
命
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
何
と
し

て
で
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
ら
な
い
事
業
だ
と
思
っ
て

い
る
。

江
藤　

う
き
は
市
は
豊
富
で

良
質
の
「
恵
み
の
水
」
が
賦

存
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度

と
す
る
計
画
に
は
、
経
営
が

成
立
す
る
説
得
力
の
あ
る
財

政
計
画
等
の
早
期
策
定
を
願

う
。

市
長　

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

２
３
８
億
円
と
い
う
膨
大
な

費
用
を
要
す
る
事
業
で
あ
り
、

現
実
的
な
計
画
を
策
定
し
、

議
会
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
水
利
の
充
足
整
備
に

　

つ
い
て

小石原川ダム

１４区通学路樹木
がはみだして危険
な状況だった
（６月下旬）

１４区通学路樹木伐採後（８月下旬） 竹永 茂美議員
たけなが　  しげみ

江藤 芳光議員
えとう　よしみつ
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東
京
都
（
名
古
屋
市
出
身
）

令
和
３
年
４
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　
　
　

商
工
振
興
係

【
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　

  

支
援
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

主
な
活
動

 

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

　

事
業
活
動
の
企
画
、
実
施

 

・
人
口
減
少
や
空
き
家
問
題

　

等
の
地
域
課
題
を
抱
え
て

　

い
る
、
山
間
部
で
の
事
業

　

活
動
支
援

 

・
商
店
街
の
空
洞
化
が
顕
在

　

化
し
て
い
る
、
う
き
は
駅

　

周
辺
で
の
事
業
活
動
支
援

 

・
う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

に
関
す
る
業
務

福
岡
市
（
台
湾
出
身
）

令
和
３
年
４
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

【
魅
力
発
信
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

主
な
活
動

 

・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ （
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

　

ス
）Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ（
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
動
画

　

共
有
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
米

　

国
の
企
業
）
を
活
用
し
た
、

　

う
き
は
市
の
情
報
発
信　

 

・ 

う
き
は
市
の
観
光
素
材
の

　

紹
介
文
作
成

 

・ 

Ｐ
Ｒ
用
写
真
や
動
画
撮
影

　

編
集

 

・ 

観
光
Ｈ
Ｐ
等
の
運
営
、
支

　

援

 

・ 

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

に
関
す
る
業
務

福
岡
市
（
う
き
は
市
出
身
）

令
和
３
年
４
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

【
う
き
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

　
　

  

活
性
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

主
な
活
動

 

・ 

う
き
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の

　

運
営

 
・ 
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
向
け
各
種

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

・ 

う
き
は
市
観
光
ア
プ
リ「
お

　

さ
ん
ぽ
う
き
は
」
と
、
う

　

き
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
連

　

携
強
化

 

・ 

う
き
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

　

員
同
士
の
交
流
促
進
事
業

 

・ 

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

に
関
す
る
業
務

福
岡
市
（
う
き
は
市
出
身
）

令
和
３
年
８
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

【
う
き
は
の
食

　
　
　

  

Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

主
な
活
動

 

・ 

う
き
は
の
食
に
関
す
る
プ

　

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 

・ 

地
域
や
産
官
学
と
連
携
し

　

た
、
お
土
産
品
な
ど
の
新

　

商
品
開
発

 

・ 

都
市
圏
の
企
業
、
飲
食
店

　

等
と
市
内
生
産
者
、
事
業

　

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

 
・ 

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

に
関
す
る
業
務

　

佐
藤
　
伸
次

福
岡
市
（
１
年
目
）　　
　

令
和
３
年
４
月
後
任

　
　

農
林
振
興
課　

農
政
係

【
う
き
は
市
果
樹

　
　
　

  

振
興
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　
塚
本
　
慎
太
郎

大
野
城
市 （
２
年
目
）

令
和
２
年
７
月
着
任

　
　

農
林
振
興
課　

農
政
係

【
農
業
振
興

　
　
　

  

推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　

日
野
　
友
太

福
岡
市 （
２
年
目
）

令
和
２
年
４
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　
　
　

地
域
振
興
係

【
山
村
振
興
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　
後
藤
　
早
智
子

福
岡
市 （
３
年
目
）

令
和
元
年
９
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
　
　

  

推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　
杠
　
昌
道

福
岡
市 （
３
年
目
）

令
和
元
年
８
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　
　
　

地
域
振
興
係

【
移
住
促
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　
島
崎
　
翔

札
幌
市
（
３
年
目
）

平
成
31
年
４
月
着
任

　
　

農
林
振
興
課　

林
政
係

【
森
林
資
源

　
　

  

利
活
用
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　
矢
野
　
尚
美

福
岡
市
（
３
年
目
）

平
成
31
年
４
月
着
任

　

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

【
う
き
は
フ
ル
ー
ツ

　
　
　

  

推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
】

　

以
上
11
名
、
令
和
３
年
９

月
現
在
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

さ
と
う　

   

し
ん
じ

つ
か
も
と　

  

し
ん
た
ろ
う

ひ 

の　

  

ゆ
う
た

ご
と
う　
　

 

さ
ち
こ

ゆ
ず
り
は  

ま
さ
み
ち

し
ま
ざ
き　
か
け
る

や
の　
　

 

な
お
み

黄　盈姿
こう　  えいし

ラウダーバック 友美
ともみ

井上 宗之輔
いのうえ    そうのすけ

神谷　柚衣
かみや　    ゆ い

「地域おこし協力隊」紹介
新
隊
員

現
隊
員



調 査 期 日　令和３年７月 21日
調 査 場 所　第１委員会室、市内現地調査
調査の要旨　令和２年度組織機構改革により、水資源対策室において自然環境・地理的環境分野への対応を促進す
るための事務が追加されました。議会からも指摘、要望していたことでもあり調査を行いました。

自然環境及び生物に関する調査自然環境及び生物に関する調査

調 査 期 日　令和３年７月 21日
調 査 場 所　うきは６次産業化研究開発・事業化支援センター
調査の要旨　うきは６次産業化研究開発・事業化支援センター「うきは夢ラボ」は、農業者等の所得増大
を推進し、農業者や商工業者等が自ら行う地域農産物等を活用した加工品等の研究開発及び事業化に向け
た支援を行うための施設として令和元年７月オープン。指定管理者として（株）イーストが指定されたの
で、その取り組みについて調査しました。
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委員会レポート

６次産業化研究開発・事業化支援センターの取り組みに関する調査６次産業化研究開発・事業化支援センターの取り組みに関する調査

令和元年度
令和２年度

見学者を含む利用者人数

４月
ー
10

５月
ー
休館

６月
ー
20

７月
109
61

８月
41
58

９月
80
66

10月
101
122

11月
122
73

12月
45
72

１月
48
44

２月
109
65

３月
69
84

総計
724
675

施設利用状況

総
務
産
業
常
任
委
員
会

「うきは夢ラボ」施設内の様子

市内河川の水中生物調査の様子

  

利
用
状
況
及
び
事
業
報
告
等

  

に
つ
い
て

　

果
物
の
時
期
に
は
農
業
者
、
そ

れ
以
外
の
時
期
に
は
商
業
者
の
定

期
利
用
と
い
う
利
用
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

施
設
を
活
用
し
た
開
発
事
例
と

し
て
は
柿
、
梨
、
い
ち
じ
く
等
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
加
工
が
多
く
、

市
内
の
道
の
駅
等
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
菓
子
製
造
業
や
惣
菜

製
造
業
の
保
健
所
許
可
申
請
の
立

ち
合
い
や
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・

パ
ウ
ダ
ー
へ
の
加
工
業
務
の
受
託

等
、
利
用
者
へ
様
々
な
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。

  

そ
の
他
取
り
組
み

 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し
た

　

講
師
に
よ
る
講
習
会
。

 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
自
身
も
商
品
の

　

試
作
を
重
ね
て
い
ま
す
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ　
農
繁
期
に
施
設
の
利
用
時
間

　
が
マ
ッ
チ
し
な
い
。

Ａ　
時
間
外
は
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

農
家
が
使
い
や
す
い
方
法
を
検

討
す
る
。

Ｑ  （
株
）
イ
ー
ス
ト
は
３
年
目
で

　
結
果
を
求
め
ら
れ
る
が
、
数
値

　
で
出
せ
る
の
か
。

Ａ　
こ
の
事
業
を
数
値
で
出
す
こ

　

と
や
、
デ
ー
タ
で
推
し
量
る
の

　

は
難
し
い
。

【
所
見
】

　

こ
の
施
設
は
市
内
で
採
れ
る
農

産
物
を
加
工
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
販
売
し
農
業
生
産
者
の
所
得
向

上
に
つ
な
げ
る
と
い
う
目
的
で
オ

ー
プ
ン
し
、
今
年
で
３
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
う
き
は

ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
な
商
品
開

発
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
ぶ
ど
う
は
大
変
な
不
作

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
役
目
を

果
た
す
６
次
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ　
河
川
工
事
の
際
は
生
物
を
生
か
す
た

　
め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
自
然
に
対
す
る
認
識
を
上
げ
る
こ
と
。

　

ま
た
自
然
に
優
し
い
工
法
が
必
要
で
あ

　

る
。
河
川
工
事
に
は
動
植
物
に
配
慮
し

　

た
工
事
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
主
な
意
見
】

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
は
政
府
も
進
め
て
い
る
。
こ

の
機
運
に
乗
っ
て
ど
ん
ど
ん
進
め
て
ほ
し

い
。

【
所
見
】

　

今
回
は
水
中
生
物
調
査
を
市
内
河
川
４

か
所
で
行
い
ま
し
た
。
調
査
方
法
は
水
面

上
か
ら
の
目
視
で
あ
り
詳
し
く
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
移
動
途
中
の
水
田
に
は

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
大
量
に
繁
殖
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま

ち
を
目
指
す
目
的
で
、
市
内
に
生
息
す
る

動
植
物
の
現
況
を
３
年
を
か
け
て
調
査
を

す
る
計
画
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
も
含
め
、

生
き
残
っ
て
い
る
生
物
を
保
護
し
、
数
を

増
や
し
後
世
に
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。



女性が政治に参加しやすくするための検討協議会
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｢新しい生活様式｣に対応したうきはアリーナに関する調査｢新しい生活様式｣に対応したうきはアリーナに関する調査
調 査 期 日　令和３年７月 19日　
調 査 場 所　うきは市立総合体育館「うきはアリーナ」
調査の要旨　｢新しい生活様式｣に対応したうきはアリーナの現状とコロナ禍で利用者の減少に
　　　　　　伴う今後の方針について（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で
　　　　　　購入した 1台２役のトレーニングマシンとうきはアリーナの利用状況及び感染症
　　　　　　対策）調査を行いました。

  

厚
生
文
教
委
員
会
は
、
７

  

月
19
日
、
う
き
は
ア
リ
ー

  

ナ
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

  

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

  
方
創
生
臨
時
交
付
金
８
３

  
６
万
円
等
の
活
用
状
況
を

  
調
査
し
ま
し
た

　

初
め
に
、
う
き
は
ア
リ
ー

ナ
の
支
配
人
か
ら
令
和
３
年

１
月
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の

開
館
状
況
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
つ
い
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
説

明
を
次
の
よ
う
に
受
け
ま
し

た
。

①
機
器
の
間
隔
を
あ
け
る
た

　

め
１
台
２
役
の
機
械
を
購

　

入
②
飛
沫
防
止
の
た
め
に
パ
ー

　

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置

③
受
付
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

の
設
置

④
出
入
口
２
か
所
、
受
付
２

　

か
所
の
増
設
で
混
雑
緩
和

⑤
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
四
隅

　

に
１
０
０
cm
の
ビ
ッ
ク
フ

　

ァ
ン
設
置

　

そ
の
後
利
用
状
況
と
今
後

の
対
応
の
説
明
を
受
け
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ　
令
和
２
年
度
は
利
用
者

　
が
減
少
し
て
い
る
が
、
年

　
代
別
利
用
者
は
。

Ａ　
令
和
元
年
度
は
14
万
９

　

９
６
８
人
が
令
和
２
年
度

　

は
７
万
８
９
２
３
人
と
ほ

　

ぼ
半
減
し
た
。

　
　

年
代
別
利
用
者
は
把
握

　

し
て
い
な
い
。

Ｑ　
利
用
者
が
半
減
し
た
が

　
ス
タ
ッ
フ
へ
の
給
料
は
ど

　
う
だ
っ
た
か
。

Ａ　
指
定
管
理
者
が
休
業
手

　

当
を
申
請
し
支
払
っ
た
。

Ｑ　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

　
を
11
台
か
ら
新
６
台
に
変

　
え
た
が
利
用
者
の
反
応
は
。

Ａ　
マ
イ
ナ
ス
の
声
は
な
く

　

感
謝
の
声
を
聞
く
。

Ｑ　
う
き
は
ア
リ
ー
ナ
の
年

　
間
、
月
間
登
録
者
の
市
内
、

　
市
外
の
割
合
は
。

Ａ　
年
間
登
録
者
は
半
々
で
、

　

月
別
登
録
者
は
３
分
の
１

　

が
市
内
で
３
分
の
２
が
市

　

外
。

【
所
見
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
が

心
配
さ
れ
る
中
、
う
き
は
ア

リ
ー
ナ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
市
民
が
安
心
し
て
使

え
る
環
境
づ
く
り
に
よ
り
一

層
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

新しくなった1台２役のトレーニングマシン

機器の間にパーティション設置

　６月の「議員定数に関する陳情」を受けて、一部採択した「女性が立候補しやすい条件を論議する」協議
会を６名の議員で構成し、今後、条例改正等を目指して協議しています。
①女性が政治に参加しやすくするための条件・環境について
②標準市議会会議規則の改定について



16
うきは市議会だより No.67

　令和 3年 11月 1日発行

12月市議会定例会は 12月３日（金曜日） 開催予定です。
◆一般質問は 12月６日（月）・７日（火）の２日間行われる予定です。
◆インターネットのライブ配信と録画配信もおこなっています。

　令和 3年度より、う
きは市消防団団長を拝
命しました。

松村 康之さん
 （うきは市吉井町１９区）

議
　
　
長
　
　
　
　
　
　    

　
　
　
　
中
野
　
義
信

委
員
長
（
副
議
長
）　
　  

　
　
　
　
佐
藤
　
裕
宣
　

副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
鶴
　
　
修

委
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
善
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
水
　
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
永
　
茂
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
坂
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『ジェジェ農園』
 山手ジェゴムさん・美波さん
（うきは市浮羽町新川）

市民の声

表紙の紹介

議会を傍聴しませんか

　

ま
ず
は
、
８
月
の
広
範
囲
な
記
録
的
大
雨
、
９
月

の
台
風
、
竜
巻
な
ど
、
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
へ
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
甚
大
な

被
害
、
そ
こ
で
防
災
・
減
災
に
資
す
る
「
う
き
は
市

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
こ
の
実
践
の
促
進
が
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
閉
会
後
も
色
々
と
課
題
を
残

す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
競
技
は
も
と
よ
り
、
国
連
加
盟

国
が
掲
げ
た
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
特
に
食
品
廃
棄
問
題
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
に
つ

い
て
、改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
大
会
で
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ「
17
の
開
発
目
標
」
２
０
３
０
年
を
目

指
し
、
世
界
各
国
が
争
い
を
な
く
し
、
力
を
合
わ
せ
、

達
成
へ
と
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     （
鑓
水 

英
一
）

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
の
議
会
だ
よ
り（
66
号
）に
誤
っ
た
記
載
が
あ
り
、

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
任
命
（
２
ペ
ー
ジ
）

　
　

正
「
平
位
秀
敏
氏
」　　

誤
「
平
井
秀
敏
氏
」

Ｑ ：うきは市消防団の活動について
Ａ ：  現在、コロナ禍の中感染防止を徹底したうえで、月２回の各詰所単位による、安心・
安全なまちづくりの一環である管内巡回及び水利点検・車両機械点検など、人員を制限

して活動を行っております。また、訓練については、中止及び延期を行わず同様の対策

を講じたうえで、技術の習得・向上及び消防署との連携を中心とし、有事の際の迅速な

対応が出来るよう目的をもって行っております。また、自然災害の対応についても、車

両による管内巡視及び通行制限・障害物の排除・積土嚢の実施など、団員一丸となって

行っております。

Ｑ ：これからのうきは市に期待することや、やってほしいことは
Ａ ：  うきは市消防団についても、新入団員の減少が問題となっています‼入団しやすい
環境作りに協力をお願い致すと共に、迅速に活動等が出来るよう資材機器の導入を前向

きにお願い致します。

Ｑ ：行政、またはうきは市議会に対してひと言
Ａ ：  消防団が「何故あるのか、誰の為にあるのか」よく考えていただきたいと思います。
議員のみなさまの今後のご活躍を期待します。

つみどのう

　Bonjour! フランス人の夫と、うきは市の山奥で自然農の小さな農園をしてい

ます。 幼い頃から自然が大好きだった夫の想いから、無農薬・無肥料・不耕起

栽培で「手を入れなくても自然と調和し、豊かになる農園」を目指しています。 

うきはの豊かな自然を、孫やひ孫の代まで残すため、農のあり方を楽しみなが

ら模索しています。

（今後の目標は）

 　まだまだ土づくりの段階で、収穫量が少ないのが課題です。今後は土づくり

と平行して収穫量を安定させ、たくさんの方に食べていただく機会を増やした

いです。

こんにちは
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